
●統一地方選挙直前に、私に再出馬するよう励まして

くださった上田知事の不出馬表明については、私の立

場としては非常に残念ですが、ご家族、特に奥様の反

対という事であれば、介護・ダブルケア状態によって

家族の反対を受け一度不出馬を決意した私としても上

田知事に対して無理な事は言えません。

また、ラグビーワールドカップやオリンピックを直

前にして不出馬宣言するという事に関しても、普通な

ら華々しい中で知事をやり続けたいと考える中、そこ

まで権力の座にしがみつき地位や利権をわが物にした

いタイプでないという上田知事の意向も理解出来ます。

全国知事会の会長もされ、埼玉スーパーアリーナや

埼玉高速鉄道の黒字化、私が今度所属する浦和競馬組

合も赤字体質を、県が配当金までもらえる程の黒字に

変えて行くなど、個別の数値を改善するために努力さ

れ、更には貧困の連鎖を無くすための教育支援など、

地味な部分でしっかり成果を出しておりました。

残り任期はわずかでありますが、１６年間本当にお

疲れ様でした。
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●私は改選後に浦和競馬組合の議員に選出され、始めての浦和競馬組

合議会を経験させていただきました。

議会で配布された決算資料ですが、上田知事が就任後には管理者と

して行財政改革を行い、赤字でありながら高すぎる人件費の抑制や、

皆さんに来ていただけるような環境整備のための攻めの設備投資効果

によって、現在はインターネット販売なども好調で、更なる老朽化し

た施設の整備のための基金や、構成するさいたま市と埼玉県に配分金

を出し、また周辺自治会活動への助成や周辺小中学校への教育活動支

援、奨学金への寄付を行うまでに至っております。
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◆上田知事を初当選から支えてきた超党派の地方議員

達（初当選時は県政刷新若手議員の会）が、「県政躍

進地方議員の会」を発足させ、知事選に出馬を予定し

ている大野元裕参院議員を支援することを決めました。

会には県議会会派の無所属県民会議や埼玉民主フォー

ラムに所属する県議や保守系の市議ら約45人が参加。

上田知事と大野氏も出席され、自ら政策立案能力の

ある即戦力の大野氏への支援の輪が広がりました。
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